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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年7月11日(2013.7.11)

【公開番号】特開2011-253007(P2011-253007A)
【公開日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2011-050
【出願番号】特願2010-126037(P2010-126037)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/10    　　　　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７５　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体上に静電潜像を形成する工程と、静電潜像を静電荷像現像用トナー及びキャリ
アを含む２成分現像剤で現像してトナー画像を形成する工程と、補給トナーを逐次補給す
る工程を有する画像形成方法であって、該２成分現像剤中のトナー濃度を６wt%とした時
の２成分現像剤の流動性が、１００秒/５０g以上であり、現像カートリッジに充填された
トナー及び/又は補給トナーの外添剤として、BET比表面積が１００m2/g以上である正帯電
金属酸化物粒子と、BET比表面積が１１０m2/g以下であり、BET比表面積が異なる２種の負
帯電金属酸化物粒子を含み、且つ前記正帯電金属酸化物粒子が、現像カートリッジに充填
されたトナー及び/又は補給トナー１００質量部に対し、０．２質量部以上、０．５質量
部以下含まれることを特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　２種の負帯電金属酸化物粒子のＢＥＴ比表面積が各々２５m2/g以上であることを特徴と
する請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　負帯電金属酸化物粒子及び/又は正帯電金属粒子が表面処理により疎水性を付与されて
いることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　正帯電金属酸化物粒子がシリカ粒子であり、2種の負帯電金属酸化物粒子が酸化チタン
粒子及びシリカ粒子であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の画像形成
方法。
【請求項５】
　負帯電金属酸化物粒子として、BET比表面積が１１０m2/g以下であり、BET比表面積が異
なる３種の粒子を含む請求項１乃至４のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項６】
　現像カートリッジに充填されたトナー及び補給トナーの体積中位径が４μｍ以上、８μ
ｍ以下であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像形成方法。
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【請求項７】
　現像カートリッジに充填されたトナー及び補給トナーの平均円形度が０．９１以上、０
．９９以下であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項８】
　キャリアのＢＥＴ比表面積が０．１m2/g以上、１m2/g以下であることを特徴とする請求
項１乃至７のいずれかに記載の画像形成方法。
【請求項９】
　キャリアの流動性が２０秒/５０ｇ以上、５０秒/５０ｇ以下であることを特徴とする請
求項１乃至８のいずれかに記載の画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
【表１】
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